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研究ノート
明治前期財政史を彩ったイギリス外交官(2)
-H.N. レーと A.H.マウンジーをめぐって一一
戒
?
郁 夫
V マウンジーの略歴
1882 (明治15)年4月18日（火曜）発行の TheCarlisle Journalに「オーガスタス・
マウンジー氏逝去」という追悼文が掲載された。カーリルはロンドンの北北西270マイル
に位置するカンバーランド州の首都でイーデン河畔にある鉄道と産業の中心地である。
1092年に創建されたカーリル城はスコットランド女王 MaryStuart(1542-'87)が一時幽
閉されたところである。中世にはこの地はスコットランドとの国境にある重要な砦であっ
た。 17世紀半の市民革命期に9ヵ月の間包囲されたことがある。 1745年のジャコバイツの
乱の際にも，小僣王 ChalesEdward Stuart (1720-'88) の軍隊に占拠されたが，二，
三週間後にカンバーランド侯の軍隊に解放される等，歴史の深く彫琢された都市である。
また第28代アメリカ合衆国大統領 ThomasWoodrow Wilson (1856-1924)の祖父が15
年間牧師を勤めた在所としても知られている45)。そしてこの州都にあるキャッスルタウン
がマウンジーの出身地であった。週二回，火曜と金曜に発行されるこの地方紙に載った追
悼記事によって彼の経歴46)を見てみよう。
「われわれは南米コロンビヤ合衆国駐在の英国公使オーガスタス・マウンジー氏逝去の
報に接しお悔みを申し上げる。氏は合衆国の首都ボゴタで急性肺鬱血に見舞われた後今
月の10日に亡くなられた。マウンジー氏は 1857年に外交官試補として外交官の道に入
り， リスボン・ハノーバー・ウィーンで勤務された。氏は 1862年三等書記官に任命さ
れ， 1865年に二等書記官に昇進，その後テヘランヘ転属になった。 1868年にはフローレ
ンス， 1870年にはウイーン， 1875年にはバリヘ転任となった。 1876年にー等書記官に昇
45) Seltzer, Leon E. ed., The Columbia LzPPincott Gazetter of the World. (1952). 
p. 334. 
46)彼の職歴の詳細については， TheForeign Office Lzst, 1882. p. 151. を見よ。
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進 187眸まで日本で勤務した後，アテネヘ転属となった。 1881年3月にコロンビアの
駐在公使に任命され，昨年末同地へ赴任した。 1872年にマウンジー氏はコーカサスとペ
ルシャ奥地の旅行記を出版した。この本は氏が中近東を旅行中に記したメモを編集した
ものである。旅行家達にとって有用なペルシャ情報の少なかった時期に，これは興味深
い作品であり，そしてそれには同地方の人々の風俗習慣について多くの情報が含まれて
いるので，明らかに一般の読書家にとっても面白い本であった。 1879年には氏の外地で
の経験を基にした別の著作が出版された。これが薩摩反乱記であった。該書で氏は最近
の日本史に起きた幾つかの出来事に多くの光りを投げ掛け，この国の人民にそれまで殆
ど持たなかった日本帝国の国内政治の見通しを示した。これら二冊の本はわが国の社会
にかなり受け入れられたが，それらはいずれも単なる興味本位だけでなく，それ以上に
祖でもあるという二重の長所をもつ書物であった。マウンジー氏はこの州のキャッス
ルタウン出身である，故 G.G. マウンジー氏の四男である。氏は 1874年にニューヨー
ク出身の H.M.ブラッドハースト氏の娘と結婚した，そして氏の早すぎた死によって
遺された家族は夫人と三人の子供である。」
マウンジーの故郷で当時発行されていた新聞のうち， TheCarlisle Journal以外に彼
の追悼記事を掲示したものは，金曜新聞の TheCarlisle Patriot (Friday, April 21, 
1882.)と土曜新聞の TheCarlisle Expres~and Examiner (Saturday, April 22, 
1882.)であった。後者の記事は TheCarlisle Journalと同文であるが，前者の記事に
は肺鬱血に罹り「たった2日患った後に， 47歳」で急逝した彼は「ラグビー校で教育を受
けた」こと，そして「大陸を数年間放浪して後， 1857年に」外務省へ入ったという新しい
情報が付加されている。
ロンドンで発行されている新聞で真先に彼の死を追悼したのは TheTimes (Thursday, 
April 20, 1882.)であった。主に簡単な職歴を紹介すると共に， 前掲の TheCarlisle 
Journalと同じように，彼の出身地がマン島の第二の都市として有名な Castletownで
はなくて， Cumberlandの州都のなかのひとつの町名であることを記している。また著
書の薩摩反乱記について「日本の国内政治に関して大変価値ある情報を与えた」と評価し
ている。
4月25日発行の TheLondon and China Telegraphと28日発行の TheLondon and 
China Expres~ もマウンジーの追悼記事を掲載した。系列紙である後者は前者と全くの
同文である。これら二紙の記事も他紙と同様に彼の職歴を中心に紹介しているが，南米で
死去した「マウンジー氏の名は，これまで公表されたまさに最良の物語である薩摩反乱記
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なる歴史書によって，極東地方の人々の記憶にも留められるであろう」という彼に対する
賛辞以外に，彼が theRoyal Geographical Societyの会員であったことを明記してい
る点は他紙と異なっている。 186綺三1月13日に開催された王立地理学協会の第4例会にお
いて R.H.マウンジーの推薦で入会を認められた47)彼は，当時ペルシャのテヘラン駐在
公使館員で，イタリアのフローレンスヘ転任になる直前であった。それ故，彼が死去した
時， 1881年から1882年の1年間に逝去した会員70名のなかの一人として，同会の会報に次
のような短い追悼記事が掲載された48)。「A.H.マウンジー 氏， コロンビア合衆国駐在英
国公使， 4月10日ボゴタにて死去。氏は二冊の著作，即ちコーカサス旅行記 (1872)と薩
摩反乱記 (1879)によって聡明で観察の鋭い旅行家という栄誉を得た非凡な人である。」
以上取り上げた幾つかの新聞雑誌掲載のマウンジー追悼記事からもなお不明な部分が
ある。それは彼の生年月日についてであるが， Bank,David & A. Esposito. (ed.), 
British B幻graphicalIndex. London and others, 1990. のマウンジーの項 (Vol.3. 
p. 1329.)にも没年しか記載されていない。だが彼の母校であるラグビー校の登録名癒の
1849年2月入学生の欄に「Mounsey,Augustus Henry, fourth son of George Gil 
Mounsey, Esq., Castletown, Carlisle, aged 15, August 27.」49)とある。それ故彼の
生誕月日は 8月27日であることが確認され， 生誕年は1834年と推認され得る。そして彼
はブダペストでの総領事代理の職務を終えて次の任地パリヘ赴くまでの間の187絆三12月
16日に， ロンドンの近郊の Hatfieldの教会で米合衆国ニューヨーク出身の Margaret
Elizabeth Noyes Bradhurstと結婚式を挙げたのが，彼40歳，彼女24歳の時であった50)
ので，ここからも彼の生誕年を1834年と推定することが出来る。したがって彼の生誕年月
日は1834年8月27日である。
彼の学歴については，現在のところ「ラグビー校で教育を受けた」ということ以外は不
47) Proceedings of the Royal Geographical Society. Vol. XII. No. I. Issued May 
7th, 1868. p. 61. & The Journal of the Royal Geographical Society. Vol. 43. 
1873. 「Listof Fellow」p.!xix. 
48) Proceebings of the Royal Geographical Society and Monthly Record of Geo-
graphy. New Monthly Series. Vol. IV. No. 6. June 1882. p. 340. 
なお，彼の死亡記録が TheAnnual Registerの1882年版 (1883)に記載されて
いることは勿論のことである (p.129)。
49) Rugby School Register. Vol. I. (1933), p. 502. 
50) The certified copy of a register of Marriage in the Resistration District of 
Reigate. No. 79. 
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明である。彼の同窓生の多くはオックス・プリッジに進み卒業しているけれども，彼が母
国の伝統ある大学を卒業したことを示した記録は見当たらない。彼が英国外務省の外交官
試補に任命されたのは1857年4月1日であり 51),彼22歳の時であったが，既述のように入
省前の数年間欧州大陸を放浪していたようであるので，ラグビー校を卒業して後，大陸の
何処かの大学に籍を置いて勉学していたのかも知れない。
VI 来日と離日の時期
1. 来日の時期
マウンジ＿がパリ駐在英公使館から江戸の公使館ヘー等書記官として転任したのは，上
記の T加 ForeignOffice List. (1879)によると， 1876(明治9)年2月10日となって
いる。しかし彼は同年2月18日付けのパークス公使宛ての私信で，駐日公使館書記官に任
命されるにあたって公使から受けた配慮に対する謝意と任地の江戸へ赴任する時期につい
て予め通知している。
「閣下
閣下のご推挙により小職が江戸の公使館書記官へ任命され，女王陛下が畏くもご賛同
下さった由を，ダービー伯のご指示により，小職に伝えて戴きました閣下の10日付けの
至急便を拝掌しましたことを小職は謹んでお知らせ致します。
小職は，閣下のご推挙に対する小職の感謝の念をダービー伯にもご伝言賜りますよう
お願い申しあげると共に，次のことを申し添えさせて戴きます。すなわち，小職は今年
の6月の第二便で任地に赴くべくサンフランシスコを出立できるよう最善の努力を尽く
したいと思っています。」52)
そして3月29日にもロンドンから彼は再びパークス宛てに，家族がアメリカ経由で日本
へ赴くため既にリバフ゜ールを5月13日に出発する船便の手配をしたこと，更に長旅による
夫人の疲れを避けると共に，アメリカに大勢いる夫人の親戚に会う機会を持つために大陸
横断に約3週間かける予定であること，従って当初計画していた合衆国の国内旅行は中止
したのでお認め願いたいという内容の手紙をマウンジーは書き送った53)。
新任の駐日英公使館ー等書記官マウンジーの来日について日本の新聞で取り上げたのは
明治9年5月17日発行の『東京日日新聞」であった。同紙は「雑報」で『倫敦及ビ支那新
51) The Foreign Office List, 1882. p. 151. 
52) Foreign Office (以下 F.Oと略す） 46/212. 
53) F. 0., 46/212. 
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聞』の記事を次のように紹介している。「英人モウンセイ氏は近ごろ日本東京英国公使館
の書記官を命ぜられたれば五月中には本国を発足してサンフランシスコヘ廻り日本へ趣く
べし同人は千八百七十三年に欽差大臣として維納府へ趣かれ且つ近来巴里にて英国大使の
書記官を勤められたる人なれば外交の事務には頗る熟練の人なり」。
1876 (明治9)年5月15日発行の横浜の英字新聞 T加 JapanGazetteもロイター通信
の記事（ニュースソ＿スは上記の TheLondon and China Telegraph. と思われる）を
転載し，マウンジ＿の英国出発の時期を報道している。そして「英国公使館の一等書記官
モウンセイ氏は今月十三日に本国を発足し亜米利加を廻つて日本へ趣かるる由なり」とい
う記事が7月8日の『東京日日新聞」に報道された翌日の9日に， 「マウンジ一夫妻と幼
児及び3人の召使」の乗船した英国の蒸気船 Gaelic号がサンフランシスコから横浜に入
港した54)。一家がリバプールを船出してからふた月振りのことであった55)。
2. 離日の時期
マウンジーが来日して2年と半月経った1878(明治11)年7月22日にアテネヘの転勤命
令が発せられた56)。その前に内示があり， 7月9日に承諾の意向を本省へ電信で知らせる
と共に，赴任の時期について遅れることの了承を求めていたのであろう，彼は7月16日に
再度私信でもって外務大臣 8rdMarquis of Salisbury (1830-1903)に宛て， 母国を経
54) The japan Gazette. July 10th, 1876. p. 2. 
55) 1861年1月に来日したマーガレット・バラのニューヨークから横浜までの，大西洋，
希望峰，インド洋，ジャワ島，中国経由の 6カ月に及ぶ苦難の船旅の模様は，彼女の
著書「川久保とくお訳，古き日本の瞥見」（有隣堂， 1992年9月）によって知ること
ができる。幼児を同伴したマウンジー一家の旅程については不明であるが， 王立地
理学協会の1868年6月22日開催の第14例会で報告した Dr. Thomas Staleyの 'On
the Geography and Recent Volcanic Eruption of the Sandwich Islands'に
よればリバプールからアメリカ経由横浜までの旅に要する 13数は，「2年以内にニュ
ーヨーク・サンフランシスコ間に鉄道が完成」されると， ニューヨークまで12日，
そこからサンフランシスコまで7日，ホノルルまで8.5日，横浜まで13.5日，合計41
日， 更に香港まで船旅を延ばしても 813増えるだけであり， 全旅程に要する日数は
「50日以下である」と (Proceedings of the Royal Geographical Society [issued 
October 3rd, 1868] Session 1867-8. p. 306.)。
56) The Foreign Office List (1879). p. vii. 及び p.151. 但し，同書ではこの日付け
に彼がアテネヘ転勤したかのように記されているが，これは発令日であろう。
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由しアテネに赴くための許可を願い出ている57)。
「閣下
小職はアテネの公使館書記官職を受諾させて戴くという小職の返答をキュリー氏に宛
て9日付の電報でお伝えした際に，限られた電文の範囲内で10月1日まで小職の離日延
期をお認め下さるようお願いしました。その訳は， 8月と 9月の2ヵ月の間は帰航のル
ートが酷暑に当たるからであります。
小職は閣下がこのような手筈をご許可下さりますよう謹んで懇願する次第でありま
す。また小職が外交官として必ずしもアテネにいなくてもかまわないのであれば，その
時には英国へ直行することをお認め戴けますよう謹んでお願い申し上げます。」
マウンジーの許可願は聞き届けられた。日本での最後の仕事となった10月1日付けの明
治11年度予算に関する報告書をパークス公使へ提出58)してから，つぎの任地へ旅立っため
10月15日に横浜を出港する香港行き英国汽船 China号に乗り込んだ「マウンジーとその
夫人， 2人の子供， そして3名のヨーロッパ人召使」59)の一行は2年3ヵ月に及んだ日本
での生活に別れを告げ帰国の途に就いたのである。わが国の新聞でマウンジ一のアテネヘ
の転任を報道した明治11年8月16日の『読売新聞』60)と同年10月3日の「横浜毎日新聞』61)
は，「雑報」でマウンジーが既にアテネに赴任したかのように誤解させる記事を掲載してい
るけれども， 彼はその時期まだ日本に滞在していたのである。一家は香港で英国船 The
Cyphrenes号に乗り継ぎ，ロンドン港に到着したのは12月6日のことであった62)。
帰国後，彼は暫くロンドンで休養していたのであろう，フランス万国博覧会事務局副総
裁として先に渡欧し，丁度英国に滞在中であった松方正義 (187朗翌月12日渡航，翌3月
57) F. 0. 46/235. pp. 20-1. 
58)拙著『西欧財政学と明治財政」（関西大学出版部， 1988年3月）， 256ベー ジ。
59) The Japan Daily Herald. 15th Oct. 1878. 「ShippingIntelligence」。
なお， TheJapan Weekly Mail. Oct. 19. 1878. 「ShippingIntelligence」にも
同一の記事がある。
60)今月十三日に倫敦より電報に（中略）日本に居た英国公使館づきのマウンセイ氏が希
朧のアーテンヘ転任のたよし」
61) 「東京駐舘英国公使館書記官マウンセー氏は謳に雅典駐節の書記に転任」
~2) T. 加 Ti加 is,Saturday, December. 7, 1878. p. 12. 「LatestShipping Intelli-
gence.」及び T加 Londonand China Telegraph. Dec. 9, 1878. p. 1. 「Listof 
Passengers」
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1日帰朝）を訪ねている63)。
ロンドンから任地のアテネに赴いたマウンジーは， ここで三番目の子供を授かった。
1879年12月21日にアテネの南西5マイルに位置する海港ヒ°レウスで生まれ64¥ ハロー校を
経てオックスフォード大学を卒業した後，父の職業を継ぐべく外務省に入り， 1942年に引
退した SirGeorge Mounsey (1879-1966)がその人である65)。父のオーガスタスが死
去した時，子のジョージは僅か2歳と 4ヵ月であったけれども，彼の死去したのが86歳で
あったから66), 子は父の倍以上長生きしたことになる。
四薩摩反乱記の出版と書評
1. 薩摩反乱記の出版事情
1878年12月18日， 日本からロンドンに帰着して早々，マウンジーはソールスベリー外相
に彼が滞日中に遭遇した薩摩の反乱に関する著書の出版の許可を求めるための書簡を送っ
たの。
「閣下
日本滞在中の後半を通じて，小職は余暇の一部を先の薩摩の反乱の諸原因と経過につ
いての簡潔な報告のための資料収集と，それらを読み物の形にするためにあてていまし
た。
小職の原稿の主要な部分は，閣下もよくご承知の， 日本問題についての最高の権威者
63)松方は，明治11年12月13日付大隈重信宛の書簡のなかで，マウンジーが訪ねてきたこ
とに触れると共に，パークスと彼の仲が余り良好でなかったと洩らしたマウンジーの
言葉を紹介している。 日本史籍協会編「大隈重信関係文書 三』（東京大学出版会，
1970年復刻）， 430ペー ジ。
64) Index to Consular Birth 1040-1880. vol. 6. p. 903. & Certified Copy of an 
・Entry of Birth within the District of the British Consulate at the Piraeus. 
登録年月日は1880年3月17日。
65)ジョージが死去した時， TheTimes, April 5, 1966. に彼の追悼記事が掲載された
が，そこには親子関係は明示されていない。親子関係を記した資料は，前掲の彼の出
生の CertifiedCopyと，ジョージが1893年9月に入学した学校， HarrowSc加ol
Register 1845.-1925. vol. 2 (1925). p. 117. 所収の「Mounsey,George Auguste 
(Small House), son of A.H. Mounsey, Esq., Castletown, Cumberland.」であ
る。
66) Death Registered in A_pril, May, June 1966. vol. 5E,-p. 903. 
67) F. 0. 46/235. pp. 28-9. 
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のひとりでありますサトー氏に見ていただきました。そして氏はこの仕事が日本の国内
政治に新しい光を多く投じたと思われたのでしょう，氏は小職にそれを公刊するように
と強く勧めて下さいました。
そうする前に，小職は閣下にこの件について御裁可を仰がなければなりません。それ
故に，小職が当該書物を委ねるに足る適切な出版者を見つけだせるならば，これの出版
をお認め戴きた＜謹んでお願い申し上げる次第であります。」
ソールスベリーの指示により折り返し20日付けの書簡で出版の許可が下りた68)。彼は次
の任地であるアテネヘ赴く前に故郷のキャッスルタウンに籠もって著作の編めに専念した
のであろう， 1879年2月28日に彼は薩摩反乱記の原稿を欄筆した。丁度この頃（明治12年
2月7日），前任地の日本では最初の決算報告（明治8年歳入歳出決算報告書）が公表さ
れた。彼が松方に強く勧告し期待していたが，薩摩の反乱によってそれの作業が遅延し，
彼の在任中は陽の目をみることができなかった因縁のものである。
「薩摩反乱記 T加 SatsumaRebellion. an episode of modem Japanese history. 
By Augustus H. Mounsey, F. R. G. S., Her Britannic Majesty's Secretary of 
Legation at Athenns: Recently Her Britannic Majesty's Secretary of Legation in 
Japan; Author of "A journey through珈 Caucasusand the interor of Pers辺＂の
出版元はロンドンの '50Albemarle Street'にある JohnMurray書店であった。 1768
年ロンドンに初代のジョン・マリー (1745-'93)の創立した出版社を継ぎ， 1809年にトー
リー系の雑誌 T加 QuarterlyReviewを創刊したジョン・マーリニ世 (1778-1843)が，
'50 Albemarle Street'にあるウイリアム・ミラー書店の店舗を買い取って， FleetStreet 
からその場所に移転したのは1812年のことである。以後このアルバマール街50番地は当
時の英国文筆界の著名な男女人士の集う社交場の中心となった69)。
『薩摩反乱記』の出版発売を引受けたのは，英国の海外旅行者の便覧で，赤色のカバー
本としてよく知られている「マリーの旅行案内叢書」70)の刊行で名を馳せた3代目のジョ
ン・マーリ三世 (1808-'92)であった。そして1879年「4月16日から30日まで」71)の間，
68) F. 0. 46/235. pp. 16-7. 
69) Smiles, S., John Murray: 50 Albemarle Street, 1768-1930. [1930]. pp. 5 & 9. 
70) Murray's Handbook叢書のなかに E.M. Satow らの執筆した「日本旅行記」
(1884)がみられる。
71) T. 加 Pub/is枷 s'Circularand General Record of Britおhand Foreign Liter-
ature. May 1, 1879. N°999-Vol. XLII. p. 331. 値段は 10s.6d. 
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即ち中旬もしくは下旬に「薩摩反乱記」はロンドンで発売されたのである。
当時，ー等書記見習としてロンドンの日本公使館に勤務し，余暇に英仏の歴史編纂方法
を研究するよう指示を受けていた末松謙澄 (1855-1920)72'は「薩摩反乱記」を直ちに入手
し自らの意見を付して修史館に送ったので，出版早々に同書は日本に移入された。そして
同（明治12)年12月中旬頃には渋谷啓蔵 (1847-1908)他3名の分担により 「すでにある
程度翻訳作業が進んで」いた73)。このような日本における迅速な反応には，西南戦役の勃
発に際して太政官権少書記官から征討総督本営付陸軍省七等出仕に転任し，山縣有朋の西
郷隆盛に対する歓告状の草案の作成74)に参与した，薩摩の反乱と縁の深い末松の存在を無
視することはできない。
2. 英国における「薩摩反乱記」の書評
在日英公使館をあげて収集した薩摩の反乱に関する情報と資料・記録に基ずき，実証主
義的分析手法を駆使して纏めあげたマウンジーの著作75)のわが国における評価は， 「内外
を通じてもっとも早い時期に属する著述でありながら，西南戦争を中心とする明治維新期
の政治社会の動きを多面的に記述し， 総合的な考察を加えた好著」7olという点で定まって
いる。それでは，マウンジーの母国である英国での「薩摩反乱記」の評価はどのようなも
のであったのであろうか。
(1) 『薩摩反乱記」は発売早々， 182朗斗こ創刊されたロンドンの週刊文芸評論誌『アシ
72)玉江彦太郎『若き日の末松謙澄一在英通信ー」（海鳥社， 1992年）， 4及び 189ペ
ジー。
73)安岡昭男「解題」（同氏補注『マウンジ一 薩摩反乱記』，平凡社， 1989年）， 271-2及
び275ペー ジ。
74)安岡，同書,269ページ及び玉江，前掲書， 178ペー ジ。
75) F. V. Dickinsによれば，『薩摩反乱記』を纏めるにあたってマウンジーは「日本に
おける英国公使館の書記官として，情報収集の特別の便宜があった。この著述は，パ
ークス公使の絶賛を博した。主として現公使館日本書記官の J.H. ガビンズ氏が
作成した報告書を根拠としている」と。 Dickins,F. V., The Life of Sir Harry 
Parkes. vol. IL, 1894. pp. 226-7. F. V. ディキンズ，高梨健吉訳『パークス伝ー一
日本駐在の日々 ――-」（平凡社， 1984年）, 223ペー ジ。
76)安岡，前掲容， 267ペー ジ。
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ニーアム」の5月3日号に取り上げられた77)。
「日本では最近20年間に政治改革が走馬燈のような速さで次々と成功した。封建制度が
この国を隅々まで支配し， 帝国が諸藩に分割され， そしてそれぞれの領地を貴族や大
名達が統治して自ら租税を課し，法律を定め，軍隊を養っていたのはほんの昨日のこと
であった。ヨーロッパ諸国との交際が始まると，長い間水面下で静かに動いていた新し
い秩序を求める願望が解き放された。この方向への最初の動きは将軍職の廃止と天皇の
権力の回復であった。天皇はもはや京都での聖なる隠遁生活を取り止め， 今や“東の
都”という意味で東京と呼ばれている江戸で政務に係わっている。これらの事柄は何度
も聞かされているが，マウンジー氏の著作の真髄は近代日本の歴史から入っている点で
ある。
将軍職の廃止に引き続いて， 日本人の性格に慣れている人々ですら驚かされた処置が
講じられた。大名達は，何の予告もなしに自らの意思で天皇の手へ領地を譲り渡したの
である。マウンジ＿氏の語るところによれば，この革命は大名自身というよりも寧ろ覇
気を抱いた彼らの側近達の行動によって実現したものであるが，確かに薩摩の場合には
これが当てはまっていたようである。同藩の重要人物が西郷隆盛であった。彼は政治家
としても，また高最司令官としても抜群の能力を示し，薩摩で最高の公職を勤めあげて
から， 1871年に設置された天皇の内閣の参議に選ばれた。この内閣が最初に実行した政
策の一つは，法によって諸大名家の併合を決定したことである。彼が内閣と行動を共に
したのはこの点迄であった。ところが多数派の支持したヨーロッパ思想の採用や鉄道の
導入は彼のプログラムには全くなかった。横浜・江戸間の鉄道の開通式に天皇が臨席さ
れた折，彼は式典に欠席してこの新機軸に反対の意を示した。彼は主君であった元大名
の政策，つまり日本人のための日本を目指していた。そして彼よりも高位の人々の享受
していたあらゆる差別の撤廃について全面的に賛成する一方，彼の属していた侍階級の
特権を厳守したいと願っていた。
彼と他の参議との間にあった対立を危機的状況に到らしめたのは，朝鮮国へ旅遣され
た日本の使節団に無礼な扱いをした同国政府についての論争であった。西郷は戦いによ
って汚名を注ぐべしという意見に賛成した。他の参議達は平和的手段で解決することを
主張し， それが支配的な意見となった。そこで西郷はついに薩摩へ引き上げたのであ
77) The Athenaeum: The London Literary and Critical Journal. N°2688, May 
3, 1879. pp. 563-4. 
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る。
薩摩の元大名の提出した建白書の中の， “武士階級は忠義を失いかけており， 農民や
商人達は専制的な諸法によって圧迫され，一方外国の主義が蔓延し，人民の心が不安に
駆り立てられている”という言葉に実感して，西郷が決心したのは，薩摩が悪弊の暴発
を改革すべきであり，帝国の統治を天皇と武士階級に取り戻さなければならないという
ことであった。このため彼は領国中に“学校”を建て，生徒に軍事教練を課し，武士道
を入念に育んだ。このような若者達の幾人かは軍事学研究のためヨーロッパヘ派遣さ
れ，そして銅と鉄製のカノン砲やあらゆる種類の砲弾を絶えず製造する兵器工場が鹿児
島に建設された。
1876年の廃刀令の発布により，西郷と政府の間に入った亀裂は話し合いで埋めるには
余りに大きく広がりすぎ，武力による以外解決の余地のないことが明らかになった。こ
のような措置によって大きな不満が薩摩以外の領国にも発生した。そして武士の間に多
数の蜂起がみられたが，それらはすべて瞬く間に鎮圧された。しかし世の中の調子は狂
っていた。世間は不穏な噂で満ちあふれていた。国民生活の中に二つの対立する流れが
並んで走っていた。遠からずしてそれらが衝突することは明らかであった。 1877年の 1
月に天皇おんみずから皇祖の旧首都，京都を訪れ，その地と大坂の間を走る鉄道の開通
式に臨席した。風情のある古都は館員を従えた外国の使臣達や金のモールと縁反帽で着
飾った賓客と張り合う地元の官吏達で溢れていた。行事の前夜祭が最高頂に達した時，
西郷の“私学校の生徒達”が鹿児島の兵器庫を破壊してなかにあった銃と火薬を運び去
ったという噂が広まった。この報せは深刻であったが， しかしこれ以上悪いことは依然
として回避できるかもしれないという期待がもたれた。そして慌ただしく招集された閣
議で，この反政府的領国に和解のための使節団を送りその効果を試してみることが決定
されたがこの試みは失敗した。反逆者達は非妥協の態度を示したので内乱はすぐに続発
した。
二つの敵対する軍隊は直ちに戦闘を開始した。西郷指揮下の反乱軍は全部で2万の強
者を集め，一方帝国政府軍の総司令官は3万人から4万人までの間の兵士を指揮下にお
いた。この兵力の不均衝は政府軍側の優れた装備と完全な訓練で更に増大した。政府軍
は極めて定評のあるヨーロッパ風の装備をもち且つ訓練されていた。其故，最初から結
末は決まっていた。最初の交戦で天皇の軍隊は優勢な敵を制して勝利を得たのである。
戦争中終始，反乱軍は勇敢に戦った。白兵戦では西郷磨下の侍の携えていた鋭い日本刀
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は今まで銃剣の使用に慣れていなかった政府軍に対して恐るべき力を発揮した。しかし
刀が鋭いとはいえ，訓練の充分でない召集兵がそれを使う場合，確固たる軍隊の手にあ
る近代戦用の砲や銃の相手ではない。 7月末までに反乱軍が大義を達成することは殆ど
絶望的となった。 ＇ 
この戦闘の推移は日本の生活に今なお雑多な様相を提供する古い日本と新しい日本の
間に多くの際立った対照があることを浮かび上がらせた。ヨーロッパの軍隊の制服を着
用し，最新の武器を装備した帝国の軍隊が科学的戦法を追求していた間，反乱軍は原始
的な戦争の野蕃な戦略に回帰していたのである。
“反乱軍は丘陵の斜面を敵の戦列に向けて樽を転がり落とす癖があったと言われてい
る。それぞれの樽のなかには完全武装の男が入っていた。彼は樽から這い出て前哨地の
兵士の注意を引く，すると兵士達はすぐにその男に殺到し斬り殺した。その騒ぎに乗じ
て丘の上の反乱軍は敵の兵士達めがけて一斉射撃を行った。この計略は樽のなかに火薬
や他の可燃性物質を詰めて帝国軍の戦列内で爆発させるというやり方に変えられるとき
もあった。”
反乱軍の採用したこのような戦法は，規律ある軍隊が相手であればまともに太刀打ち
出来ないということを示す例証にすぎなかった。 9月の始めになると，戦いの行く末は
反乱軍に不利となるばかりであった。西郷は堅固な丘へ逃げ込まなければならないこと
を知った。彼の引き連れたほんのひとにぎりの部下は，彼が2月に戦闘を始めたときの
2万の軍隊の最後の生き残りであった。
マウンジー氏の語るところによれば， “西郷は約5百人の部下と共に身を安全な場所
に置いた。部下は全て武士の中の武士であり，恐らく首領の個人的な朋友であったよう
である。彼らは決して命を粗末にするものではないが，全員降伏よりもむしろ死ぬこと
を決めていた。彼らは長時間獲物を追撃して疲れた後，巣窟に退いた5百匹のライオン
である。彼らはもはや跳躍ができなくとも，それでも未だ牙と爪でもって近ずく獲物に
挑む位はできた。”
政府軍は今や彼らの餌食になることが分かり切っているので，柵を巡らして丘を徐々
に包囲した。そして彼らの逃走口を確実に塞いでから，敵陣を砲弾に援護されながら襲
撃した。反乱軍は猛烈に最後の戦を挑んできたけれども，彼らの抵抗は無駄であった。
大多数の者が殺され，残ったものは勝利者の手に捕らわれた。
“西郷は最初の攻撃で太腿に銃弾を受け負傷した。それ故，副官のひとりである逸見
十郎太は，武士が友情の務めと思っている事を果たした。首領を生け捕りになる恥辱か
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ら免れさせるため，鋭く重い刀の一撃でもって彼は首領の首を肩から切り落とした。そ
うしてから， 逸見はその首を隠すように西郷の従者のひとりに手渡し， 自ら命を絶っ
t-~ ~. 
かくして日本の新しい秩序に加えられたもっとも手強い反抗は終焉した。そしてこの
反乱が急速且つ完全に崩壊したことは，如何に西欧科学を採り入れた天皇政府の権力の
強化が著しかったか，また如何にこの国の人民が近代文明の要件を選択する用意と意思
をもっていたかを十分に証明した。日本史の中のこの部分に精通したマウンジー氏の叙
述は正確であり，その詳細な説明も帝国の新時代のかくも重要なエピソードで証明され
る範囲を踏み越えていない。」
(2) 「薩摩反乱記」をこのように評価した「アシニーアム」に引き続いて， 1855年11月
3日にロンドンで創刊された政治・文学・芸術等の書評誌「土曜評論」も 5月17日号で
マウンジーの著書を採り上げた78)。書評のタイトルは「日本での反乱」 ARebellion in 
Japanである。
「ある国民の生活に生じる如何なる重要な改革も， 最終的にいかなる有利な成果がもた
らされるとしても， 社会の構成員の一部に一時的な不都合や損失を与えずに達成され
ることは無い。わが国の場合でも鉄道の導入は，一時運河の所有者や馬車の経営者に深
刻な損害を与えた。彼らもまた，事業を始めたときには荷物の運搬人や郵便配達人の親
方達に一時的な不利益をもたらしたのである。しかしこのような改革や安定した国家に
よくみられるその他の革新など，数千年の経験の成果を有し，そして25年前は熱烈な支
持者にも名前すら知られていなかった文明を採用した日本における文字通りの転覆とは
比べものにならない。このような変化が広範囲に拡がるに従って，政府の指示のままー
生職業を変えることが出来ないか，或いは変えようともしない人々については，その被
害はどうしても大きかった。
しかしながら，ある程度まで国民は導入された諸変化に耐えるのに殆ど異議を示さな
かった。 1868年に最後の将軍の大政奉還は極めて平穏に達成された。そして次の年に行
われた諸大名家の藩籍奉還も殆ど反対意見を呼び起こさなかった。これまで指導的な改
革者達や自己の利益のために彼らと同盟を結んだ者達は協力し合えた。だが不自然な同
盟関係の場合には，真面目で主義に固執する党であれば，小麦の籾殻と実が分離する時
期が必ず訪れ，指導的な改革者を支持する人達は敵の陣営に取り囲まれるか，或いは敵
78) The Saturday Review. Vol. 47, No. 1228, May 17, 1879. pp. 627-8. 
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の陣営に降伏するようなことになるであろう。諸大名家の藩籍奉還も藩主自身の行動と
いうよりは藩の下級武士によって行われたものであった。藩の指導権は彼らの手に落
ち，一方大名達は，彼らの主君である天皇と同様にそれぞれ国元の居城で安楽な私生活
を送っていた。このような下級の武士にとって彼らより上位の身分を撤廃することは権
カの行く末に道を開くように見えた。そして彼らは，自分たちに最も相応しい段階まで
改革を更に押し進めるに足るほどの強さを持っていると信じたのである。
このような策略家達の中で傑出していたのが，薩摩の大名の下級官僚であった西郷で
ある。彼は初期の改革に賛成したことから進んで政府に参加し，太政官の参議，引き続
いて陸軍の最高司令官に任命された。 しかし大名家の廃止は， 改革派の閣僚達が目的
一即ち，立憲統治の導入ーーを追求するために踏み込んだ最初の一歩に過ぎなかっ
た。そして武士階級，すなわち侍と人民との連携がプログラムの次の部分であった。こ
れを達成するために，彼らは徴兵制度の導入を提案した。この措置の不可避的な影響を
はっきりと予見したのは西郷と彼の一派であった。彼らは朝鮮との戦争に国を巻き込ん
でこの計画案を破棄しょうと企図した。最高司令官として西郷は当然朝鮮王国に派遣さ
れる遠征隊の指揮をとろうとした。また彼は，短期間の名誉ある軍事行動を終えて後，
東京の政府に彼自身の条件を指示できる程の信望と物的な力を携えて，郷里に戻れると
思っていた。だが， 最近ヨーロッパから帰国した岩倉を首領とする和平派が勝利を得
た。西郷は結局自分の見解が斥けられたことを読み取って，薩摩に引退した。この頃，
元の薩摩の大名が提出した建白書は，西郷と彼の考えに賛成する者達が今上天皇に対し
て抱いた不満の主たる原因を箇条書きにして指摘している。この告発のなかで最も注目
すべき条項は，天皇が儀式用の古来の宮廷衣装を洋式の服装に取り替えたこと，太陽暦
を採用したこと，官庁が洋服を採用したこと，政府が外国人を雇い入れ外国の思想を採
り入れたこと，学校教育に外国の規則とモデルを採用したこと，東京での規制が厳格過
ぎること，軍事訓練に洋式を採用したこと，有害な教義（キリスト教）の布教を解禁し
たこと，外国人との通婚を許可したこと，であった。換言すれば，彼ら旧守派は，外国
人の影響が強まるに従って，侍を元の権力の地位に回復させる望みが自ずと絶たれてし
まうと見た。事実，世の中の旧秩序と新秩序は激突した。西郷と彼の信奉者達が進歩派
の行動に悉く示した不退転の敵意は日々亀裂を広げ，そして政府をして一刻も早く練り
上げた改革を達成することが絶対必要であるという立場に益々追い込んでいった。
武士階級の間に不満が急速に増大している時に，相変わらず帯刀を彼らに認めること
は明らかに愚劣であった。その結果187朗斗こそのような慣行を禁止する政令が発せられ
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た。旧守派も進歩派も共にこれは決闘を申し込まれたのと同じだと感じた。武士は各地
で武器をとり，政府の挑発に反応を示した。しかし蜂起は団結に欠けていたので，政府
軍によって各個撃破され，たちまち鎮圧された。西郷はこの誤りを認識した。そして政
府ともうこれ以上の話し合いは不可能であると見てから，彼は天皇が反対して送り込ん
でくるかも分からない軍隊を迎え撃つことの出来るような兵力を都合の良い時に編成す
ることにした。 このような考えから彼は領国の各地に“私学校” を設立した。そこで
“生徒達”は土着の軍略を叩きこまれ，そして少数の生徒がパリやベルリンで学んだ知
識をそれに付け加えた。西郷は疑いもなく準備の完成に取り掛かる一方，それを慎重に
おこなった。だがそのために政府は圧倒的に優位な資源を手中にしていつ反乱が起こっ
ても十分に対処できる準備を整えることができたので，西郷らの用意は無駄になった。
西郷が東京を離れて帰郷した187砕こから反乱の勃発した1877年までの間，彼は自らの軍
事組織を完成中であったが， 次のような事実を明らかに忘れていた。即ち， 彼が“生
徒”を1人入学させる毎に，政府は5人以上の男子を軍に徴募し，また毎日艦船や銃器
・弾薬の貯蔵を帝国の港や兵器庫に増やしていった。ついに長い間熟成された嵐が一挙
に吹きだした。予防措置として政府は鹿児島にある帝国の物資集積所や薩摩の港から貯
蔵品を搬出するよう命じた。この措置によって生じた暗黙の不信は焙を燃え上がらせる
火花であった。“生徒達”は物資集積所に押し入り，内の荷物を略奪した。
古い日本がこのようにして南部の領国薩摩で幅をきかせていた間，外交官の制服を編
いエナメルの長靴を履いた新しい日本は京都で，最近この都市と大坂の間に敷設された
鉄道の開通のための準備で賑わっていた。騒乱のニューズが直ちに王朝の昔の首都に滞
在していた天皇のもとに電信で届いた。しかしこの不吉な情報も翌日の式典の開催を妨
げなかった。そして天皇が鉄道の開通を宣言するまでは，重大な危機を鎮圧するために
どのような措置をとるべきかを協議しなかった。思慮深い観測者には，いずれ政府と不
平分子との間で決着しなければならない時が来るということは， 前々から明白であっ
た。武士階級が政府の政策に激しい敵意をもっただけでなく，課税の重圧が人民の間に
も不満を引起し始めていた。マウンジー氏は，この後者の事情がその後引き続いて起き
た諸事件に強力な影響を及ぼしたにもかかわらず，それを見過ごしている。なぜなら反
乱者達が後にあちこち動き回り，彼らの必要な物資や情報を確実に入手できたのはこの
ためであったのだから。
政府は川村提督に和平提案を持たせて“生徒達”のところへ派遣したが，恐らくそれ
が成功するとは殆ど期待されていなかったであろう。大抵の反乱の発端と同じように，
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兵器庫への攻撃も全く偶発的であった。しかしそれが侍の血を呼び起こし，交渉の枠を
はみ出して鬱憤を晴らした。“生徒達”は， 人数と物資に於いて著しく劣勢であり不足
していたけれども，いまや急速に集結中であった天皇の軍隊との対抗上西郷が指導する
よう直ちに要求した。誰が指導者になるかについては疑問の余地はなかった。西郷は彼
らの心を掴んでいた。彼は周りの人々に熱狂的な感情と敬慕の念を抱かせるために生ま
れてきたような類の人であった。彼は大抵の同郷人に比べて大柄であった。“道徳とい
う面において彼は勇猛果敢で度胸があるという評判であった。彼は誠実で友情に厚いだ
けでなく，穏和で意志堅固， 同時に寛大であった。”彼の趣味と生活様式は極めて簡素
であった。彼は機敏なスボーツマンであった。職場で人々に囲まれているよりも丘の中
腹や川辺で寛ぐことが多かった。彼の激しい熱意， 揺るぎなき信念ゆえに， 彼は人々
の，それも江戸の教治家達の中でよりも寧ろ自由奔放で短気な薩摩人の指導者に選ばれ
たのである。幾年もの間， 引き受けるように求められていた部署に彼は今や身を委ね
た。そして彼が反乱軍を従えて鹿児島から出て行った時，彼自身だけでなく部下の眼に
も彼の地位は全く不自然に見えなかった。当然反乱につながる軍事行動の開始時期を選
lべる側にある者は常に優位でなければならないが，それにもかかわらずこのとき西郷の
手にすることができたのは微々たる勝利に過ぎず，それも熊本の手前までのことであっ
た。しかし彼が肥後の国の山路を通り抜けないうちに，政府軍は大挙して作戦行動に入
り，優勢な兵力で彼の軍隊を迎え撃つことができた。その時から形勢は着実に反乱軍に
不利な方向へ変わった。ゆっくりと，一歩一歩，彼らは日向を経て鹿児島まで南へ南へ
と追いやられた。彼らは有利な地点を武力で駆逐されるまで悉く頑強に守り抜いた。彼
らは必死に勇を奮って正規軍の猛襲を食い止めた。それに失敗すると，彼らは計略に頼
ったが， しかしながらそのような方法も損害を増やすだけであった。政府軍が前進して
くると，彼らの多くは土の上に倒れて死んだ振りをし，政府軍が通り過ぎると起き上が
って敵の背後から攻撃した。彼らは武装した兵士を樽に入れて丘の上から敵の隊列へ転
がしたが，それはこのような奇抜な攻撃方法を用いて敵を狼狽させようとしたものであ
る。また彼らは自軍の陣地を守るため地上に竹槍や鋭い釘を仕掛けた。政府軍の着用し
ていたヨーロッパ式の長靴が明らかに行軍の邪魔であったということを• 敵が知ってい
たとすれば，このような仕掛けにそれなりの意味があったのであろう。実際，政府軍の
兵士の多くが長靴を脱いで歩きそして戦うことを好んだり，或いは草履に取り替えたり
したこともあったようである。
政府は海上の支配権を握っていたので，鹿児島を奪取することができた。西郷は北進
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していたのでその町は放棄されていたのと同じであった。かくして政府軍は反乱軍を背
後から攻撃することができた。反乱軍の状況は殆ど絶望的であった。死と逃亡は日毎彼
らの隊列を痩せ細らせていった。これまで何度も戦場で3万から4万までの間の兵士を
指揮してきた西郷は， 8月の始め頃までに，部下の人数が2百人そこそこに減少したの
を知った。彼はこの小部隊で今や殆ど敵軍の手中にあった鹿児島を奪回しようと決心し
た。そして危険な賭の結果，束の間の勝利が得らたれ。しかし政府軍に包囲されるとい
う危険を知ったので，彼は生き残りの部下と共に逃走した。彼らの数は停い一条の幸運
を抱いて 5百に脹らみ，町の近くの要塞堅固な丘に立て籠もった。この人達はすべて彼
らの首領によって象徴された愛国の大義に一身を捧げた。そして彼らは，事実上最早日
本人であることを忘れてしまったと彼らの眼に映じた者に降伏するよりも寧ろ死を覚悟
した。彼らは絶望に打ち沈み山のいちばん奥の洞窟に逃げ込んだ。一方政府軍は1万5
千の部隊を暫壕に配置してゆっくりと彼らの陣地を包囲した。ついに攻撃命令が下っ
た。しかし窮地に追い込まれた5百人の死に物狂いの兵士達に立ち向かうのは生易しい
ことではない。接近戦に必勝するためあらゆる対策が構じられた。土砂降りの雨のよう
に打ち込まれた弾薬は，反乱軍に重大局面の訪れたことを警告するものであった。そし
てもうもうと立ち込める煙のもとで，彼我の戦力に著しい差のある部隊がまともに遭遇
した。反乱軍の半分以上がその場で絶命し， 捕われた210人のうち， 負傷しなかったも
のは殆どいなかった。西郷は緒戦で弾丸をうけ動けなくなった。彼が敵の手に陥るとい
う恥辱を受けないように，副官のひとりが“武士の友情の務めと思っている事を果たし
た。鋭く重い刀の一撃でもって彼は首領の首を肩から切り落とした。そうしてから，彼
はその首を隠すように西郷の従者のひとりに手渡し， 自ら命を絶った。” しかしこの従
者は慌てて委ねられた任務を完璧に果たさなかった。次の日に政府軍の部隊が死体を埋
葬していた時，近くの溝で発見されたひとつの首を政府軍の将軍は西郷のそれであると
識別した。将軍はこの反乱軍の指導者と共に厚い友情で結ばれた幸せな時代を過ごした
人であった。西郷はあの運命の日に脱走したとか，彼は未だ隠れて生きているとか，色
々な風説がごく最近流布している。しかし幾千ものさすらい人が山腹の墓に眠る民衆の
英雄の死せる魂を崇拝するように導かれるのは人間の自然の衝動のゆえであった。
西郷の死と共に彼が駆り立て，指導した反乱は終息した。それは恐らく二度と生き返
ることはないであろう。様々な考えをもった日本の公人達は，今や新しい政治体制に非
常に強く拘束されているので，物事の古い秩序に戻ろうとする試みは，責任ある政治家
の支持もなく， しかも指導者達の間で意見の対立がある状況のなかで，なされなければ
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ならない。それ故に，武士階級が今や永遠に喪失した権力を奪回しようとしたこの最後
の挑戦の歴史は観察するだけの価値があった。マウンジーは反乱の主要な特徴を明快か
つ正確に語った。評者は， 彼が決起の結果生じた二次的状況の説明にもっと多くを割
き，かくして絵の下地を更に彩色したほうがよかったのではないかと思った。そうする
ことで，彼はこの労作をより完全に，加えてもっと全体的に面白いものに描けたであろ
う。」
(3) 上記の二誌の他， ロンドンで発行されていた新聞で『薩摩反乱記』の書評を採り上
げたのは，寡聞な筆者の知る限り， 次のものである。一つは5月16日に発行された The
London and China Expressと3日後の19日に発行された姉妹紙の TheLondon and 
China Telegraphであった79)。両紙の‘文芸・科学その他'Literature,Science, & c欄
に掲載された書評は全く同文である。
「知日家にとっては誰でも薩摩と言う名を聞けば常に1877年の事件を連想するであろう。
その年の日本は6カ月以上にわたって荒れ狂った内乱で流血の惨事に明け暮れていた。
それは日本の歴史の転換点であった。そして急速な反乱の鎮圧に成功したのは極めて重
要な成果であった。信頼しうる資料から成る反乱記を求める声が多かったが，それを充
たしたのがマウンジー氏であった。この種の題材は効果的な言葉と幅広い表現力を用い
て語ることができる。著者は，この点を利用して，公衆にとりわけ読み易くそして面白
い著作を提供した。 1868年の復古と様々な改革案の発布に始まって，反乱の諸原因が読
者にはっきりと提示される。西郷という卓越した首謀者は，天皇と将軍との戦いで前者
の最も積極的な味方のひとりであった。そして西郷の軍事技能と天皇への支援こそ将軍
家の没落と天皇側の権力統合をもたらした抜群の原因であった。しかし国民の慣習が変
化し，外国の要素が広く移入され，家禄の年金公債へ転換が命じられた時，保守派の分
子は不満を露にした， そして武士は公然と反乱を起こした。戦闘は頻繁におこなわれ
た。戦場で反徒は最大の勇気をしめした。しかしながら，最後には天皇側の方が人数と
装備の点で大きく上回っていたので，降伏以外に何も残らなかった。彼我の損失の記録
をみてはっきりしていることは，戦いは熾烈を極め，一方英雄行為は反徒側の中にしば
しば見られた。結局西郷は包囲され，奇襲攻撃で負傷した。日本人の友情の思想に従っ
79) The London and China Express. Vol. XX-INo. 823. Friday, May 16, 1879. p. 
545. & The London and China Telegraph. Vol. XXI-No 820. May 19, 1879. 
p. 417. 
180 
明治前期財政史を彩ったイギリス外交官(2)(戒田） 603 
て，彼の副官のひとりは長刀をひと振りして西郷の首を切り落とし， それから自害し
た。西郷の死によって反乱は終息した。そしてその後の反抗は名ばかりのものとなっ
た。この本は初めから終わりまで非常に面白く評者は安心してこれを推奨できる。この
本のなかでマウンジー氏は優れた作家，即ち説得力があるが決して冗長でない文章を書
く作家の素質のあることを証明している。彼の人物描写は力強い， とりわけ西郷の描写
についてはそうである。しかしわが読者はこの作品を精読するほうがよい。時間をつい
やすだけの価値は十分にある。」
翌年には， T加 ContemporaryReview. の12月号に論文「古い日本と新しい日本」 Old
and New Japan: a dacade of Japanese progress. を寄稿した元駐日英公使の Ru-
therford Alcock (1809-'97)はそこで187呼と188眸の2年間にジョン・マーリ出版社
から公刊された日本に関する著書3冊を採り上げたが，そのうちの1冊が ni摩反乱記』
であった。「この本は最良の資料を使って，天皇が最高権力を取り戻してから後に生じた
ごく最近の悲劇的挿話を生き生きと語っており，封建的な献身と愛国精神の入り交じった
動機付けに強い光りを照らした」とオールコックは寸評している80)。
189坪にロンドンとニューヨークで発行された「パークス伝第2巻」のなかで，著者
のディキンズは薩摩の反乱に一章を充て，マウンジーの著書からの要約を5ページにわた
って紹介しているが81), しかしこれは論評抜きである。
むすび
幕末維新期に活躍したイギリス商人の典型であるグラバー (T.B. Glover, 1838-1911) 
にみられるように， レーもまた「営利の範囲」で自分の才能を発揮して経済的及び社会的
地位を上昇させようと志したひとりであることは否定出来ない。彼の請け負った日本政府
の鉄道建設資金調達の仕事は，彼の願望実現の第一歩であったが，その計画は挫折した。
もしそれが成功していれば，彼の手元に莫大な手数料が入っていたであろう 82)。
80) T加 ContemporaryRe成ew.Vol. XXXVIII. December 1880. p. 829. 
81) Dickins, op. cit., pp. 227-31. 邦訳， 224-7.
82) レー と 4人の投資家仲間との間で争われた裁判の判決 (1873年2月25日）をめぐって
3月1日発行の T加 Economistは， この裁判によってこれまでヴェールに包まれて
いた外債引受人の発行手数料が少し明らかになったと述べ， 日本政府からレー(£
13,000)とd'Erlanger(£57, 000)に支払われた合計 £70,000.のマージンから
見て，「外債引受という仕事は， 確かにある程度投機的である， しかしその仕事から
得られる特別収益は莫大であるという世間の考えは間違っていない」と。
181 
504 関西大學「継清論集』第44巻第3号 (1994年8月）
レーの経済行為に問題があったとすれば，それは鉄道敷設資金の調達方法における日本
政府とレーとの間にみられた意思疎通の錯誤であり，それ以外は感情の城を出ない。資本
蓄積が乏しく，財政基盟と公信用の脆弱な誕生間もない維新政府が，多額の資本を要する
公共事業に着手しようとすれば，外資導入という選択肢しか他になかったであろうし，ま
たそれが縁故債であろうと公募債であろうと， 日本政府にとって負担が決して軽くないこ
とは分かり切っていた。事実それは高くついたのである。関税公債の実収額478万2,400円
(98万謗），一方，元利金及び手数料雑費総額886万9,513円， 募集費14万5,180円 (2万
9,750謗），解約費9万8,820円 (2万250謗）であったので，関税公債は「多額ノ募集費卜
利子差金トヲ要」した外債であった83)。
しかしこのような損失も長期にわたる便益によって十分に償なわれた。即ち，関税公債
はわが国の近代化に貢献した鉄道の敷設資金の調達方法において， 日本の国際資本市場へ
の参入機会を早めると共に，後の公債発行に学習効果を及ぽしたのである。レーの果たし
た役割と意図せざる貢献はこの点に求められる。
わが国を国際資本市場へやや強引に誘ったレーに対して，わが国の財政状況と政治状況
を資料や記録にもとづいて解明し，それを西欧世界に紹介したマウンジーの功績は積極的
に評価されるべきである。とりわけ薩摩の反乱を封建社会から近代社会への転換期におけ
る古い日本の最後の抵抗として捉え，西欧科学を採用して勝利した新しい日本の将来の発
展を見通した『薩摩反乱記」は，英国社会に日本の生きた姿を伝え， しかも西欧文化と異
なる日本独自の文化の滅び行く模様も人々に印象づけた。すべての書評が西郷の死に様を
採り上げているのは，時代の変化の狭間に滅び行く武士達の論理と行動を非西欧的美学と
して見ているからであろう。マウンジーの＂恒摩反乱記』は単なる歴史書ではなく， 日本
文化論でもある。
83) 『国債沿革略全」 (1891年12月）， 98-109ペー ジ。
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